
























第 2項 実 験 成 績









第 2項 実 験 成 績
第 3項 小 括
第 2節 大量流血による変動
第 1項 実験動物並びに実験方法
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ず,術 後 しば しば 著明な低蛋白血症が認めら
れる｡か ゝる術後に招来される低蛋 白 血 症 は
Raudin30)や Meyerが実証 しているように患者
の抵抗の減弱や, ショックを招来せ しめやす く
し,又患者の術後の回復を遅延せ しめる等,宿
後患者の予後を左右する重要な因子である関係
















































































ロブ リン 18.5% である｡
第 3項 小 括
正常雑種成犬15頭の血清蛋白濃度並びにその
分割を測定 して次の成績を得た｡







6.2g/dl,血清蛋白分劃 は アルブ ミン 44.4%,
αグロブ リン 17.3%,β グロブ リン 19.0%,












第 2項 実 験 成 績
犬 5頭の血清蛋白濃度の口差の変動は第 2表
に示す通 りである｡即ち,朝の平均 6.3%,塞
の平均 6.1±二1%,夕方 の平均 6.2,% である｡
又それ らの分割の変動は第 1図に示す通 りであ
第2表 目差による血清蛋打の変動

























第 2項 実 験 成 績
体重 1kg当 り5ccの潟血に於いては,血清A一出
自濃度は第 2図に示すようにその変動は軽微で
あ り,殆んどが 3時間以内で潜 血 前値に復帰す
る｡その血清蛋白分劃の配分率の変動は極 く僅
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第 2項 実 験 成 績
体重 1kg当り 20ccの潟血を行った後,同量
の保存血を輸血 した場合の血清蛋白及びその分
劃の変動は次の第 5図及び第 5表に示す通 りで
ある｡
血清蛋白濃度は潟血量に相応 して 減 少 す る
が,保存血輸血を行っても直ちには増加の傾向


































第 5図 保存血輸血後の血清蛋Fl1濃度の変動 (机血前値を100とする)
- 42-
ない｡その結果A/G比は低下する｡

















第 2項 実 験 成 績
体重 1kg当り20ccの潟血犬に対 し,自家新
鮮血又は他家新鮮血を輸血 した後の血清蛋白の




























































































































































給出来ない為である｡ しかるに自家 血 輸 血 で






ているのではないかと考えるに到っ た の で あ
る｡
